



On Korean Literary Magazine “Midori Hata”
KAMIYA Tadataka
Abstract: On Korean Literary Magazine “Midori Hata”
In this thesis,Midori Hata, tha Koreann literary magazine written in Japanese,which was published from January 
1936 to December 1944 in Korea, is taken under consideration.  I will examine the intention of this magazine, 
focusing on the Japanese Policy of Korea being thought of as a part of Japan.
はじめに
　雑誌『緑旗』は京城府初音町の緑旗聯盟から 1936 年 1 月に創刊され、1944 年 12 月まで刊行された。
(1944 年 3 月号から『興亜文化』と改題 )。2009 年 6 月にオークラ情報サービス株式会社から復刻が
出版された。
　1924 年 4 月、東京帝大理学部を卒業した化学者・津田栄が京城帝大予科教授として赴任した。津
田栄は学生時代から日蓮宗を信奉し、とりわけ田中智学が主宰する「国柱会」の活動に参加していて





















　保田與重郎の「文学者の関心」（1939 年 7 月号）は二度目の朝鮮旅行感想記である。一度目は東京
帝国大学美学美術史学科 2 年の 1932 年 8 月に慶州、梅林里などの古墳地帯を巡る旅であった。二度







































































































































































　1935 年 3 月、早稲田大学政治経済学部を卒業した田中英光は横浜ゴム製造株式会社に入社した。4
月、外地勤務を要請され京城の南大門通りにあった朝鮮出張所に赴任。5 月、徴兵検査のため本籍地
の高知市に帰り第一乙種合格。1937 年 7 月、召集令状がきて京城府竜山第七九聯隊補充隊第三中隊
に配属、教育訓練を受け 12 月に一等兵に進級して除隊した。翌年 7 月、北支派遣軍牛島部隊に配属
されて中国山西省に駐留。1940 年 1 月、復員命令を受け上等兵となって除隊し職場に復帰した。こ
の年 9 月、「オリンポスの果実」を『文学界』に発表。12 月、第 7 回池谷信三郎賞を受賞し作家デビュー
した。
　1941 年 2 月、渡鮮して出張所勤務に復帰。朝鮮文人協会の常任幹事を務め、崔載端、李無影、愈
鎮午らと交流。『緑旗』5 月号に「朝鮮の子供たち」を発表。美しい日本語を話す朝鮮の小学生に親
切にされ、別れるとき「君達は大きくなつたら、なんになりたいの」と訊ねると、「ハイ、志願兵に








　1942 年 11 月号の「平田篤胤」は篤胤の意欲的積極的人生肯定的楽観的な思想を紹介し、従来、日
本的といえば、心境的な、ものの哀れ的な、主情的な、消極的一面ばかりでありすぎた日本人観に訂
正をせまっている。1943 年 1 月号の小説「碧空見えぬ」は森徹と創氏改名した朝鮮人作家との交友
を描いた作品である。
２　円地文子










































平賀良蔵 「台湾のお正月」 『緑旗』 1936・1
金田義三 「満州国だより」  1936・4
− 39 −
駒田正次 「熱河省の特殊事情に就いて」  1936・8
吹田和好 「ラマ教の影響に依る蒙古民族の思想とその対策」  1936・10
臼井倹吾 「満蘇国境情勢に就いて」  1937・3
新池市郎 「在満白系露人の沿革と現勢」  同
国井　潔 「在米第二世問題と満州上海両事変」  同
李　泳根 「内原の満蒙開拓青少年義勇軍訓練所をみる」  1939・6
玄　永 　 「上海からハルピンまで」  1939・7
金子定一 「満州で見直すべき朝鮮人」  1939・12
鈴坂史郎 「満州開拓民訓練所をみる」  1940・9
森村太郎 「シンガポールと日本人」  1942・2
堀口松治郎 「タイの女と華僑」  同
相羽恒次 「四十年前のオーストラリア」  同
杉本行雄 「仏印の印象」  同
前川勘夫 「満人作家小論」  1942・10
渡辺弁三 「満州開拓女子義勇隊制度を創設せよ」  1942・11
〈新朝鮮文化界に寄せて〉  1942・12
周化人 「東洋文化の新工作」  同
古　丁 「同一理想の実現へ」  同
張我軍 「文化交流の地位復活」  同
山田清三郎 「日満の中核的協和」  同
草野心平 「新しき朝鮮の印象」  同
宮沢俊弥 「ボルネオの現状を語る」  1943・8
山田清三郎 「満州文学の真精神」  1943・10
山本和一 「満州に於ける半島人の練成」  1943・12
大滝重直 「春は近く」（創作） 『興亜文化』 1944・3
泉　靖一 「西ニュ—ギニア原住民の経済生活」  1944・4
大滝重直 「赴難の人」（創作）  1944・8














































は以下のような理由である。狭義の「日本浪曼派」が 1935 年 3 月から 1938 年 8 月まで刊行された
雑誌名であり、同人に限定される。「日本ローマン派」というときは、同人ではなかったが影響を受
けた文学者がふくまれる。典型的なのは浅野晃である。この使い方は竹内好が用い、橋川文三も継承
している。
　私は長年、日本ローマン派研究に携わり、戦争中に満州や台湾に昭和の浪漫主義運動が進出した意
味について考察してきて、朝鮮が手薄だったのだが、『緑旗』復刻版のおかげで展望が開けてきた。
朝鮮ではこのほかにも日本語雑誌が複数刊行されており、今後の復刻を待望している。
